
様式６－２（市ＨＰ公開用）

事故分類 物損公衆災害 発生日時 工事関係者区分 一次下請

事故区分 架空線・信号等損傷 性別 ― 年齢 ― 業種区分 土木

被災程度 事故レベル Ⅰ 休業見込日数 ―

工事概要

事故概要

事故原因

改善策

公 共 工 事 等 事 故 情 報

　事故再発防止研修を開催し、事故の検証・改善策について検討を行い、再発防止に努めた。
・作業開始前に進入経路の確認を徹底し、交通誘導警備員及び運転者の双方の意思疎通を図る。
・交通誘導警備員の誘導のみに頼らず、見張り員を配置する。
・視認性向上のため作業機械の運転席屋根部分に点滅灯を設置する。

事故状況図

改善状況図

令和　４年　６月１７日（金曜日）２２時４０分

歩行者用灯器の破損

　人孔の蓋替え作業を行うため、人孔のある歩道部へ工事車両を進入する際、ダンプトラック（３ｔ）に
車載したバックホウ（0.1m3）の運転席屋根部分が、交通信号機の歩行者用灯器部分に接触し、歩行
者用灯器を破損させたもの。

　ダンプトラックを歩道に乗り上げる際に、歩行者用灯器の確認を怠ったため、歩行者用灯器部分に接
触し破損させた。

人孔蓋の蓋替え

再発防止研修の実施状況

歩道にダンプトラックが侵入した際に

積載したバックホウの運転席屋根部分が

歩行者用灯器に接触し破損

歩行者用灯器との接触箇所


